
＼

情報科学概論 向 殿政男

極大木と回路 (1)

1.木 と極大木

木 …… 閉路を含まない連結グラフ

極大木 ―一 全ての頂点を含む木

弦 …… 極大木に現れない辺

Cの 極大木 T

M個 の頂点を持つ木の枝の数は、Ml本 で

ある。

連結グラフ Gの 極大木 Tの 弦の数は、
e‐M+1本 である。le:辺の数)

2.重 み最小 (最大)の極大木
辺に重みが付いてる連結グラフにおいて、

重みの合計が最刀ヽG大 )の極大木をいう。

3.回 路 (基本閉路の こと)

極大木 Tに その弦 e‐M■1本 を付け加える
と、e,M■1個 の別々の回路 (基本回路とい

う)ができる。

回路の基本系 Ⅲ…‐極大木 Tの すべての基

本回路の集合

4 回 路の mode 2の 加算

IIIode2の加算

AoB=～ A・ BVA・ ～B

ILLOde2の加算

極大木 Tに 対し

て、次の 5つ の

基本回路ができ

る。

C2=(el,e2,e3}

θ6 88三十::|:;188e6)
C9=le4,e7,e91

C10=(e4,e5,e7,e101

V
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“
二つの回路のIIlode 2の加算は、回路か、

または,共通辺を持たない回路の和となる
"
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極大木と回路 (2)

5.回 路空間

連結グラフGの 極大木をTと する。
Tの 回路の基本系は、Gの 回路空間をなす。

即ち、Gの 任意の回路は、いくつかの基本
回路のmode2の加算で表現できる。

例題 :右の連結グラフ Gで ,極 大木 T=

【el,e3,e4,e5,e71に対して、次の5つの

基本回路ができる。
C2=tel,e2,e3
C6=te3,e4,e5,CCl
C8=te3,e7,eS
C9=te4,e7,eけ
C10=te4,e5,C7,e lo

この時 、 あ る回路 C=(el,e2,e4,e5,

e8,e lo}以下のように、基本回路のmode2
の加算で表現できる

C=C20C80C10

ま(21,22'名'4'峰,名3)

例題 :連結グラフGで ,辺 のラベル eiの
iを 辺の重みと考えた時の重み最大の極大
木を求め、その極大木に対する基本回路の

mode 2の力l算を用いて,回路 Cx=tel,e7,e

9,e5,e6,e2)を表現せよ

解)重 み最大の極大木 Tは 、

T={e2,e7,C8,e9,e10}。この時,
Cx C10C50C6。  た だ し、基本回路
Cl,C5,C6は以下の通り。

cl= t el,e7,e8,e2】 ,  C5=te5,e lo,e9},

C6=te6,e8,e lo}

6 回 路の数

連結グラフに存在する回路の数の最大値は、
2皓 V■pで ある。 た だし,eは 辺の数,v
は頂点の数である

7.基 本回路行列
5 の 例題の基本回路は,以 下のような基

本回路行列で表現できる。
この時、Cxは ,以下のように基本回路行列
における行の Inode2の加算演算として得
られる。

・基本回路行夕1の前半は、単位行列となる
。各基本回路には、弦が丁度 1本 あり、他
の辺はすべて枝である。

Cx=C2。 C80C10
= ( 1 0 1 0  1  l o  l  1 0 )
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